
 

 

＜非核・平和を求める写真・絵画展 事務局の今後について＞ 

 

皆様のご支援によりかろうじて保つことができている事務局ですが、近年役員の高齢化や家庭の事情

により、事務局主導の講演や絵画展など、自主企画を行うことが、困難な状況が続いています。しかし

私達の手元には、チェルノブイリ原発事故で被害にあった子どもたちが描いた絵とウクライナ北部オル

ブチの子どもたちが描いた絵という宝物が残されました。日本の子どもたちが絵をみることで、戦争の

悲惨・被爆の苦しみを学び、あしたに行動を起こすことはなくても、いつの日か平和の為の活動をする

日がくると思えます。 

希望を持てているこの時に、事務局の活動を下記のように変更させていただきます。 

①事務局としての自主企画を終了します。 
他団体との共同展示等は参加予定です 

②子どもたちが描いた絵の貸し出しを行います。 
作品に込めた思いを多くの方に知ってもらう為、絵の利用代金は無料。往復荷送代金は主催者負担 

③通信の発送を終了します。 
事務局へのご質問ご意見がございましたらいつでもご連絡ください。 

④ホームページ開設 
事務局からのお知らせや展覧会のスケジュールなどを掲載するため、新たにホームページを開設しま 

した。 

非核・平和を求める写真・絵画展 事務局 

https://nonukespeace.jimdosite.com/ 
 今後は、会計報告もホームページで行います。 

 

核なきせかいへ 
原爆と原発は同じです。ずっと核兵器の非人道性とその廃絶を世界に訴えてきたヒロシマ、ナガサキ

の被爆者の方は、チェルノブイリ原発の爆発や福島原発の事故の時「子供たちは大丈夫か、こんなつら

い思いは自分達でおしまいに」と真っ先に子供たちの事を心配していたことを忘れません。 

その被爆者の活動が評価されて被団協がノーベル平和章を受章したのは、世界の人たちが被爆者の姿

勢や心情を理解されたからだと思います。 

被爆者の思いを引き継ぎ、横暴なかの国のやり方に心が打ち砕かれそうになっても、始まってしまっ

た戦いを終わらせる事が難しくても、自分なりの方法を模索しながらこれからも核廃絶の強い気持ちを、

同じ想いの皆様と共に活動出来ますことが、励みであり力となっています。感謝いたします。 

（杉浦展子） 
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＜報告 絵画・写真展「パレスチナとウクライナ～戦禍の子どもたち」＞ 

2024年 8月 27日（火）～9月 1日（日） 名古屋市民ギャラリー栄 
 

ロシアが核兵器使用も辞さない構えを見せるウクライナ侵略戦争、イスラエルがパレスチナ人の抹殺

を企てるガザ地区、そのどちらかに焦点を絞る選択肢もありましたが、「非核・平和」を掲げる当事務局

は 24 年度の自主企画としてその両方を取り上げることになりました。しかし、わずか４人ばかりの非

力なメンバーでこの無謀な企画を実行に移すには多くの困難がありました。 

戦禍の中にある子どもたちが描いた絵は、ウクライナについてはチェルノブイリ子ども基金（東京）

とチェルノブイリ救援・中部（名古屋）から借り受けることになりましたが、パレスチナについては目

星がつきませんでした。結局、パレスチナの人々に多面的な支援を行っている NPO法人「パレスチナ子

どものキャンペーン」（東京）から、ガザの子どもたちが描いた絵を中心に貸し出しを受けることになり

ました。 

ガザ地区の実態を伝える写真については、これまで現地に入って取材をしてきたジャーナリストが 23

年 10月７日以降は「天井のない監獄」の中に入ることができないという事情もあり、これも「パレスチ

ナ子どものキャンペーン」から現地のカメラマンが撮った写真を借りることにしました。 

そして、ロシアの侵略後のウクライナを伝える写真は、若手のドキュメンタリー写真家・森佑一氏に

依頼して、「ウクライナの肖像」と題する一連の作品を展示することになりました。森氏は 22年４月か

ら数か月かけて、首都キーウから北部、東部、ドンバス地方をまわり、その地の人々の生活の一断面を

切り取ることにより、戦時下の暮らしを浮き彫りにする手法の写真家です。 

今回展示した作品を整理すると、以下のとおりです。 

① パレスチナ・ガザ地区の子どもたちが描いた絵 ２４点 

② パレスチナ・ガザ地区の写真         ２１点 

③ ウクライナの子どもたちが描いた絵      ８９点 

④ 写真「ウクライナの肖像」（森佑一氏）     １６点 

何とか実現にこぎつけた絵画・写真展でしたが、予測不能の大敵が待ち構えていました。台風 10号で

す。気象庁のホームページを見ると、「８月 27日から９月１日にかけて、動きの遅い台風や暖かく湿っ

た空気の影響が続いたため、西日本から東日本の太平洋側を中心に記録的な大雨となった」と書かれて

います。まさに絵画・写真展の初日から最終日まで、もろにその影響を受けることになりました。私た

ち事務局員の日頃の心がけが良くなかったのか、あるいはプーチンとネタニヤフの邪念が台風を迷走さ

せたのか、妄想が広がりました。 

そんな悪天候の中でも、６日間で２５０名ほどの来場者がありました。もし気象条件が良ければ２倍、

３倍になったのではないかと悔やまれます。 

終わりに、風雨をついて会場にきてくださった方々の感想文の一部を紹介します。 

〇戦争によって日常の生活が破壊され、子どもたちの描いた絵にも心の傷が反映しているように思わ

れた。 

〇日本は平和憲法のおかげで７９年間平和な状態を維持

しているが、世界には戦争や紛争で国を追われて難民にな

ったり、国内避難民になったりしている人たちがたくさん

いる。UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）などが支援して

いるが、まだまだ不十分で、もっと支援の輪が広がればよ

いと思った。 

〇ウクライナとガザの問題が同時に取り上げられるの

は、大切だと思います。戦争を早くやめさせたいです。 

〇戦いの中で生まれ育つしかない子どもたちの心の成長

が怖い。寄り添うことができないのが辛い。 

〇ロシアに占領されていた村や街の人々の写真を見て、

解説を読み、胸が詰まった。とてもいい写真だった。 

〇写真を拝見し、現地のリアルさがとても伝わりました。いつも思うことですが、日本独自の外交に

より当事国同士の仲裁を進め、終戦の方向に舵をきるべきです。これ以上、両国の人々の尊い命を無駄

にしてはいけない。                               （川村伸一） 

 

 



 

＜瀬戸 戦禍の子どもたち ウクライナの絵画展 感想＞ 

2025年 3月 11日（火）～24日（月） パルティせと市民交流センター  

 

会場が広くて開放的で、そのうえ休憩に学習に自由に使える場所なのが良かったと思います。ここ

なら、絵画展の開催を知らない人が来てついでに絵を見てもらえますね。 

 作品も色鮮やかなガラス絵がまず目をひきますし、その

他の作品も描いた子どもの名前と年齢がわかるので、子ど

もたちの現状を心配しながら見てくれる方が多かったので

はと思います。 

 私の友人夫婦が見に行ってくれて、作品を写真に撮り、

拡大コピーをしたものを地域の集まりで展示してくれまし

た。その集りでコカリナ（木製のオカリナ）を演奏してく

れた方が、ウクライナの曲を演奏してくれたこともあっ

て、ミニ展示コーナーの評判がよかったようです。 

                （荒木孝子） 

 

 

＜「フォトジャーナリズム展三重 2025」のご案内＞ 
 

         「フォトジャーナリズム展三重 2025～あなたに見てほしい写真がある。～」 

8月 21日（木）～24日（日）10：00～17：00  津リージョンプラザ 3階展示室 

今年もフォトジャーナリズム展三重（報道写真展）の季節が来ました。15回目になります。主要な

メディアでは触れられることが少ない事実、事件を取材し、報道する写真家たちの作品を多くの市民

のみなさんに見てもらいたいと無料開催で続けています。 

戦後 80年企画山本宗補写真展「命の尊厳をみつめて～紛争地から戦争体験の聴き取りへ、

ひとりの写真家の視点～」 

1980代後半から東南アジアの社会状況を取材し始めた山本さんは、日本の侵略戦争の傷跡に出会い

ます。そこから 15年戦争の歴史を学び直し、日本、アジアの戦争体験者の聴き取り取材をしてきまし

た。その証言者たちの肖像写真と証言が展示の中心です。 

癒されることない被害をかかえた戦後生活の苦難、消し去れることができない加害の記憶など証言

者たちの声に耳を傾け、問いかけてくる眼差しに触れてほしいと思います。それは、憲法を無視し、

人権と民主主義を否定する日本の社会と政治の現実への警鐘として響いてくるのではないでしょう

か。今回は 23日（土）午後に寮美千子さんの紙芝居『いくさの少年期』も上演いたします。 

無料開催を続けるためにご賛同いただける方は下記の口座によろしくお願いいたします。 

郵便振替口座 

名義：フォトジャーナリズム展三重 

番号 00830-1-198681 

 

 

 
 



 

＜2024年度会計報告＞

今号に振り込み用紙を同封させていただいています。けっして賛助金を強要するものではございません。

作品の荷受け、発送につきましては、ボランティアにて行っていますが、写真・絵画の管理費がかかり

ます。どうぞご協力をお願いいたします。 

 

＜2024年度の活動振り返り＞ 
事務局総会 4月 4日 名古屋国際センター 

 

平和行進プレ企画 戦禍のウクライナの子どもたちが描いた絵 

 4月 26日～5月 2日 尾張旭市中央公民館ロビー 

 

福島を忘れないで！フクシマと球美の里写真展 7月 8～27日 

 瀬戸品野農協展示室 

 

泉佐野。田尻・熊取共闘会議平和人権写真パネル展 8月 2回 11月 1回 

 

パレスチナとウクライナ戦禍の子どもたち写真絵画展（2ページ報告） 

 

第 27回平和の為の戦争展・守山 10月 18～20日 名古屋市民ギャラリー矢田 

 

被爆ピアノコンサート コープ愛知主催 2025年 2月 14日 名古屋公会堂ホール 

 ウクライナチェルノブイリ原発事故の絵をロビーで展示 

 

ウクライナの子どもの絵画展 2025年 2月 17日～3月 1日 東京新聞ロビー 

 

戦禍の子どもたちウクライナの絵画展 瀬戸（3ページ報告） 

 

2025年度総会 2025年 4月 19日 名古屋市民ギャラリー栄 

 
 

 

科目 金額 備考 科目 金額 備考

前年度繰越 518,320 通信費 62,830 切手、レターパック

賛助金 15,000 印刷費 26,906 印刷代・用紙・封筒代ほか

寄付金＊ 71,900 会場費 88,600 ギャラリー、公民館

展示会費用 77,429 額、チラシ代、備品、送料

各団体への寄付 71,900 ３団体への寄付＊

写真・絵画 光熱費 60,000 5000×12ヶ月(施設光熱費）

　　　　　管理費 60,000 5000×12ヶ月(施設管理費）

雑費 10,500 賛同金含む

次年度繰越 147,055

合計 605,220 605,220

＊「パレスチナとウクライナ戦禍の子どもたち」絵画展に対しての募金

＊チェルノブイリ救援中部へ16,300円、チェルノブイリ子ども基金へ1,6300円、

　パレスチナ子どものキャンペーンへ39,300円

収　入 支　出

2024年度会計


